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　2019 年、新入学生や新社会人も緊張しながら新たな生活を始める季節、岩手県立中央病
院も新たなスタッフを加えて新年度をスタートします。
　今年９月に岩手医科大学が矢巾町へ移転します。盛岡市内中心部で多くの患者さんを診療
していた大学病院が移転することで、患者さんの流れが変わると思われます。特に当院への
救急患者さんは増えることが予想され、地域の皆さまからもご心配の声を頂いておりますが、
他の医療機関ともさらに強力な連携協力をして、できる限り従来通りの対応をしていきたい
と思っています。救急外来ではより効率的な対応が可能となるように１０床の救急ベッド
（ER病床）造設と救急 CTを２台体制とする改修工事を始めます。医大の移転時期には間に
合いませんが、2020 年度内には完成させて、より効率的な救急診療ができるようにします。
ヘリポートも完成し、新年度から稼働開始です。遠く県内外からのヘリコプターでの患者搬
送が可能になります。救急車による陸上搬送では時間的に間に合わない重症患者さんの場合、
広大な岩手県では高速のヘリコプターで搬送する必要があります。より多くの命を救うため、
有効に活用してまいります。
　今年度は岩手県の経営５か年計画に合わせ、当院の経営方針も見直す年です。当院は、患
者さんに対する診療の場であるとともに、地域の不安を受け止める場、また情報発信の場、
さらには職員にとっては喜びを持って働く場、次の世代の人材を育てる場でなければならな
いと考えています。すべての観点で存在意義のある病院を目指し改善を続けてまいりますの
で今年度もご指導くださいますようお願いいたします。
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「あらたな季節を迎えて」
院長　宮田 剛
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退職される副院長先生からひと言退職される副院長先生からひと言

野崎 英二

長嶺　進

佐熊　勉

連携の風
　平成元年 7月に中央病院に赴任しましたが、しばらくして当院OBの開業
医の先生から言われた言葉を今も覚えています。「君は、中央病院にいるか
ら相手にされているんだよ。」地域における中央病院の歴史の重さを感じさ
せる言葉でしたし、自分を顧みるために折に触れて噛みしめた諌めでもあり
ました。循環器センターの責任者の時、全診療科の協力のもと救急医療部で
タクトを振っているとき、要請があればどのような症例でも受け入れる覚悟
でしたが、実際にそれを保証したのは中央病院全職員の底力でした。「地域
に連携の風を吹かせたい（院長プロジェクト）」の実現のためには、システ
ムの構築と同時に中央病院内の連携の風とゲートキーパーが鍵になると考え

　　　　　　　　　　  ます。長い間ありがとうございました。

　中央病院は心臓外科医として大学以外の初めての勤務先です。昭和 59
年のことですが故小山田名誉院長の薫陶を受け、その後の人生の大きな道
標を得たことは本当に幸運でした。平成９年に当院に赴任後もその教えを
胸に職場の仲間との調和を心がけてきました。患者さんのことでは辛い経
験もありましたが、最後まで外科医として職責を全うできたのはひとえに
素晴らしい仕事仲間に恵まれたからだと実感しています。皆さんとのたく
さんの楽しい思い出を糧に第二の人生を歩んでいきたいと思います。お世
話になった職員の皆さんに改めて深く感謝を申し上げます。ほんとうにあ
りがとうございました。

　24 年前に第 2病理科長として着任し、4年後には臨床検査科長も兼任し
ました。この間、病院における病理・臨床検査の業務は増大し、より厳密
さが求められるようになってきました。そのような中で、優秀なスタッフ
と楽しく仕事をして来られたのは、私の喜びでした。また、委員会活動、
医師連、県病医学会、全自病協臨床検査部会を通じて、多くの方々と知り
合い、視野を広げさせて頂きました。心から感謝致しております。病理医
として引き続き勤務しますが、これまで同様よろしくお願い致します。
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1 年次研修医、 よろしくお願いします1年次研修医、 よろしくお願いします

岩手医科大学出身の千
葉ひろみと申します。 研修中
は、 ものの考え方、 思考の組
み立て方など基本的なところ
からしっかりと学びたいです。
手技なども多く身に付けられる
よう積極的に自分から動いて
頑張ります。
　　　　　　　　　千葉　ひろみ

研修は 2 年間と限られた
期間なので、 指導医の先生
方から教わったことを忘れるこ
となく、 様々なことに挑戦して
いきたいと考えております。 技
術だけではなく人との接し方な
ど医療人としての心得も学んで
いきたいと思います。
　　　　　　　　　　　土橋　りさ

はじめまして。 秋田大学
出身の沖村聖人です。 二戸
市出身、 盛岡一高卒なので、
盛岡は高校以来です。 この 2
年間を通して先輩方から多く
を学び、 同期と切磋琢磨しな
がら良い医師になれるよう努力
していきたいと思います。
　　　　　　　　　　　沖村　聖人

今年度 4 月から岩手県
立中央病院の初期研修医とし
てお世話になっております相
川亨と申します。 私は生まれ
も育ちも岩手です。 今までお
世話になった岩手県の医療に
貢献できるように日々精進して
いきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　相川　亨

新研修医の筬島 ( おさじ
ま ) です。 この春から社会人
ということで、 岩手県立中央
病院で医学的なことはもちろ
ん、 社会人としてのふるまいも
身に付けていけたらと思ってお
ります。 持ち前の元気と明るさ
で周囲の人と接していきたい
です。 　　　
　　　　　　　　　　　　筬島　哲

はじめまして。 4 月から
研修させていただくことになり
ました、 手島航と申します。
患者様によりそった医療を実
践できるよう精一杯努力いたし
ます。 何か気になることがあり
ましたらお気軽に声をかけてい
ただけたら幸いです。
　　　　　　　　　　　　手島　航

どの科においても、問診、
診察が診療のスタートとなるの
で、 患者さんの主訴を適確に
聞き出し、 鑑別診断を挙げ、
正しい診断にしぼりこめる知識
や問診、 診察力を身につけた
いです。
　　　　　　　　　　　猪股　奈々

はじめまして。 岩手県花
巻市出身の北田裕里子と申し
ます。2年間の初期研修では、
知識や技術面はもちろんです
が、 患者さんに信頼してもらえ
るようなコミュニケーション力を
身につけたいと思います。 多
くのことを先輩方から吸収でき
るよう、 自ら積極的に学んで
いきたいです。 北田裕里子

日々の診療で行うであろ
う１つ１つの手技をできるように
なりたいです。 心電図が苦手
ですので、 細かいところまで
読めるようになりたいです。
　　　　　　　　　　　　佐藤　洸

この 2 年間では、 良き
医師となれるよう、 医師として
の基礎をしっかり作っていきた
いと考えています。 皆様から
たくさんのことを吸収し、 成長
していけたらと思います。
　　　　　　　　　　　玉田　紳治

2 年間と短い期間ではご
ざいますが、 医師として備え
るべきスキルを身につけ、 患
者様に寄り添うことのできる医
師を目指し精進いたします。
そして、 素敵な街である盛岡
をできるだけ散策し、 その良
さを肌で感じたいと思います。
　　　　　　　　　　　森　健太郎

1 年次研修医としてお世
話になります谷地涼介と申しま
す。 未熟な私ですが、 先輩
方をお手本にし一歩でも近づ
けるよう追いつけるよう日々精
進して参りたいと思います。 ま
た、 同期とも研鑽し合い、 一
日でも早く、 一人前の医師に
なれるよう取り組んでまいりま
す。 　　　　　　　谷地　涼介

はじめまして。 東京女子
医科大学出身の荒瀬と申しま
す。 国試が終わり、 いよいよ
研修医としてのスタートをきり、
わくわくが止まりません。 この
2 年間で自分が一生をかけて
学び続けたいと思う科を探した
い。 そして初期対応のできる
医師を目指したいと思います。
　　　　　　　　　　荒瀬　春紫

盛岡で生まれ育ち、 大
学で上京し再び研修医として
盛岡に戻ってきました。 初期
研修の 2 年間は社会人になる
と同時に医師としての第 1 歩
となるため、 責任感、 人間形
成とくに、 人とのつながりを大
切にするためにどうすればよい
のかを 2 年間で学べたらと思
います。 　　　　船木　崇裕

口腔外科を中心に歯科
領域の臨床的な知識を身に
つけたいです。 病理診断を
行ったり、 全身管理を行ったり
できる医科医師を目指します。
　　　　　　　　　　小原　ななみ

はじめまして。 東北大学
出身の小林杏子です。 この 2
年間では内科、 外科を問わ
ず幅広く医療に関する技術や
知識を身につけたいと考えて
います。 未熟者ではあります
が、 医師としての基本を学ん
で、 患者さんのお役に立てる
ようがんばります。
　　　　　　　　　　小林　杏子

東北大学出身の沼畑貴
生と申します。 研修医として、
知識や手技はもちん、 患者さ
んのおもっていることやスタッフ
の方々との強力の仕方を学ん
でいきたいと考えています。
　　　　　　　　　　　沼畑　貴生

生まれは新潟で、 大学
生活 6 年間は仙台で過ごし、
臨床研修を当院で行うに当
たって盛岡にやってきました。
一早く、 当院の戦力になれる
よう日々精進して参りたいと思
います。
　　　　　　　　　　　　橋本　正毅

はじめまして。 青森県弘
前市出身の増尾隆行と申しま
す。 これからの 2 年間では、
決して受身とならないよう、 積
極的な姿勢で日々、 診療、
手技に取り組んでいきたいと
思っております。 時間があると
きには何かスポーツなどで体を
動かせたらなと思っておりま
す。 　　　　　　　増尾　隆行

初期研修の 2 年間では、
できるだけ多くのことを学べる
よう、 日々努力していきます。
広い分野に対して積極的に関
わり頼りがいのある医師になり
たいです。
　　　　　　　　　　　　　松永　拓
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　3月９日に、第 61 回の中央病院健康講座が、プラザおでって、にて開催されました。
「万人の悩み　ひざの痛み～手術をしない治療から最新手術まで～」と題し、
・変形性膝関節症　診療ガイドラインを中心に（私）
・膝の痛みと運動療法（理学療法士の穂高先生）
・いつまでも元気に歩くための食事（フレイル予防について）（管理栄養士の高江柄
先生）
の 3題の講演がありました。
　50 歳以上の女性の 4人に 3人、男性でも 2人に 1人は変形性膝関節症とされ、膝
の痛いのは当たり前の状況ですが、当たり前すぎて、きちんと治療されていない方
が多いのではないでしょうか。自分でできる運動療法が、効果的と言われています。
一度、近くの整形外科受診をお勧めします。
整形外科長　小野田　五月

　変形性膝関節症に対して、下肢筋力トレーニングや有酸素運動は大変効果的です。
そもそも、膝の変形が進行する要因の一つは、繰り返されるメカニカルストレスに
よる関節軟骨の破壊です。そのため、膝関節への負担を減らすことが重要課題とな
ります。具体的には、下肢の筋肉を鍛えて膝関節にかかる衝撃を受け止める力を付
ける、有酸素運動を行い余分な体重を減らして関節にかかる負担を減らす、という
ことが必要になります。残念ながら、摩耗してしまった関節軟骨を元の状態に戻す
ことは不可能です。しかし、適切な運動を行うことで症状の進行を遅らせる事は可
能です。しかも、運動には痛みを軽減する効果もあります。いつまでも自分らしい
生活ができるように適量の運動を継続していきましょう。
理学療法士　穂高　弘和

　皆さんは「フレイル」をご存じですか？フレイルとは筋肉量・活動量の低下、食
欲不振といった状態のことで、やせ（低栄養）の方はフレイルになるリスクが高く
なります。フレイルを予防するためには、バランスの良い食事で栄養をしっかり摂
ることが大切です。普段の食事はご飯、みそ汁、漬け物のみということはありませ
んか？主食（飯・パン・麺）、主菜（肉・魚・卵・大豆）、副菜（野菜）を組み合わ
せた食事を摂ることを心がけましょう。1食のおかずの目安は、主菜は手の平 1つ分、
副菜は両手分位です。料理を作ることが難しい場合は、総菜やカット野菜など手軽
に食べられる食品を利用すると簡単に揃えることができます。
管理栄養士　高江柄　万喜子

管理栄養士
高江柄万喜子

理学療法士
穂高　弘和

整形外科長
小野田　五月

第 61 回県立中央病院健康講座は 2019 年 3月 9日 ( 土 ) に
開催されました。
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令和元年 6 月 29 日 ( 土 )
　　　　　14:00 ～ 16:30
プラザおでってで開催します。
入場無料・事前登録不要です。
多くの方々のご参加をお待ち
しています。

おしらせ
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次回の健康講座は・・・
   女性のなやみについて
　　　　　　　お話します

なでしこサロン
　当サロンは中央病院で勤務したOB看護師がボランティアで運営する、がん患者さんとご家族にご
利用いただくサロンで、今年 5年目を迎えました。
　昨年から、2階の内視鏡室向かいに「なでしこサロン」専用の部屋をいただき、現在 12 名のメンバー
で 2名ずつ交代で担当しております。
　外来診療や入院生活の中で、一息したい時やご自分の気持ちを整理したい時、誰かに気持ちを聞い
てもらいたい時、もやもやした気分を吐き出したい時、疲れたなと思った時等々、いつでもお茶を用
意して皆さまをお待ちしております。

　新年度が始まり当院には 100 人以上の方が新しい仲間が入ってきました。令和の年に向けて職場で
頑張っている姿を見ますと、こちらも頑張らなくてはと心が引き締まる思いです。この時期、写真を
撮る機会が増えるかと思いますが、私なりの思いを一言。最近ではスマホ機能が格段に向上したこと
も相まって、気軽に attractive な写真や動画を撮ることができるようになりました。でもその分、カ
メラのひとシャッター当たりの重要性が軽くなってきた思いがします。昔はフィルムで撮影して現像、
プリントしないと結果がわかりませんでした。撮ったときにはどんな一枚になってくるかとわくわく
したものです。最近では撮った直後にモニターで確認できるためか、わくわく感が少なくなってしま
いました。カメラは動きの一瞬をとらえるものです。もちろん画像そのものをアピールする場合もあ
りますが、往々にしてその一瞬の中に激しい動きを感じさせ様とする事があります。だからこそカラー
よりも黒白の方が非日常的で印象深さを与え、被写体に隠された動きを感ずるのかもしれません。逆
に動画は動きを忠実に再現するものであり、もちろん記録そのものを表現して印象に残るものもあり
ますが、動きの中の静止した一瞬の奥行きを意図することがあります。何か情報を共有するだけの手
段だけではなく、誰に認められなくても、自分なりに表現したい思いに駆られる今日この頃です。本
年度もよろしくお願い申し上げます。

　スタッフの私たちは、看護師としての経験を基に、サロン
を訪れた皆さまのお帰り時の和らいだ表情やホッとされた笑
顔に出会えることに力をいただき、病院とも連携を取り、少
しでも皆さまのお役に立てる場所となれるよう願いながら運
営しております。どうぞ、お気軽にお立ち寄りください。
　　　　　　　　　　　なでしこサロン代表　佐々木　典子

広報委員長 /小児外科長　島岡　理

毎週、火・水・木曜日　10 時 30 分から 15 時まで開催しています。
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総合診療
科は糖尿

病・内分
泌内科と

分離しま
した。

総合診療
科は糖尿

病・内分
泌内科と

分離しま
した。

　
従
来
の
総
合
診
療
科
か
ら
糖
尿

病
・
内
分
泌
内
科
が
分
離
独
立
し
、

2019

年
度
か
ら
新
体
制
の
総
合
診
療

科
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
総
合

診
療
科
は
糖
尿
病
に
代
表
さ
れ
る
内
分

泌
・
代
謝
系
の
診
療
を
専
門
と
し
、
加
え

て
他
の
専
門
科
で
扱
わ
な
い
疾
患
、
特
に

不
明
熱
に
代
表
さ
れ
る
診
断
に
苦
慮
す
る
疾

患
、
お
よ
び
虚
弱
高
齢
者
の
感
染
症
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
疾
患
群
を
集
積

し
て
単
一
診
療
科
に
回
す
方
式
で
は
、
こ
れ
ま

で
全
国
の
総
合
診
療
科
が
経
験
し
て
き
た
よ
う

に
疲
弊
と
衰
退
を
招
き
ま
す
。
当
院
は
各
分
野
の

高
度
専
門
領
域
を
担
当
で
き
る
医
師
が
揃
い
、
若

い
研
修
医
に
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
疾
患
群
に
は
組
織
横
断
的
な
対
応
が
望
ま
し
く
、

今
後
の
当
科
は
各
科
協
力
型
の
体
制
作
り
の
核
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

2020

年
度
か
ら
臨
床
研
修
制
度
に
お
い
て
「
一
般
外

来
研
修
」
が
義
務
化
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
各
臨
床
研
修

指
定
病
院
に
は
、
健
康
上
の
問
題
点
や
診
断
病
名
が
未
確

定
の
初
診
患
者
を
指
導
医
の
監
督
の
下
で
初
期
研
修
医
に

担
当
さ
せ
、
疾
患
の
診
断
プ
ロ
セ
ス
に
重
点
を
置
き
つ
つ
安

全
な
研
修
が
可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
人
気
の
臨
床
研
修
指
定
病
院
と
し
て
定
評
の
あ
る

当
院
で
す
が
、2019

年
度
か
ら
一
般
外
来
研
修
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
各
医
療
機
関
の
皆

様
に
は
「
原
因
の
判
然
と
し
な
い
発
熱
」
な
ど
、
ど
の
科
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
主
訴
お
よ
び
病
態
の
患
者
さ
ん
を
ご

紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
診
断
プ
ロ
セ
ス
や
研
修
医
教
育
、
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

臓
器
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
診
療
に
興
味
や
熱
意
の
あ
る
後
期
研
修
医

な
ら
び
に
指
導
医
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
我
こ
そ
は
と
い
う
ド
ク

タ
ー
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

（http://www.chuo-hp.jp/prgsogoshinryo.php

）。

　
患
者
さ
ん
と
紹
介
元
医
療
機
関
の
皆
様
に
安
心
・
納
得
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
医
療
の
実
践
を
目
指
し
つ
つ
、
研
修
医
の
能
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
標
に
私
ど
も
も
研
鑽
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2019

年
４
月
１
日
か
ら
（
旧
）
総
合
診
療
科
が
（
新
）
総
合
診
療
科
と
糖
尿
病
・

内
分
泌
内
科
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
旧
）
総
合
診
療
科
で
は
我
々
の

専
門
領
域
で
あ
る
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
内
分
泌
の
診
療
に
加
え
、
病
院
内
の
総
合

診
療
医
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
き
ま
し
た
。
総
合
診
療
医
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な

患
者
様
と
接
す
る
こ
と
は
内
科
医
と
し
て
大
変
勉
強
に
な
る
こ
と
で
し
た
。
し

か
し
、
全
国
的
に
高
齢
化
が
進
む
な
か
岩
手
県
の
高
齢
化
率
は
全
国
で
も
上
位

で
あ
り
、し
か
も2019

年2

月
時
点
で
岩
手
県
の
医
師
充
足
率
は
全
国
で
ワ
ー

ス
ト
ワ
ン
で
す
。
今
後
も
多
疾
患
を
合
併
し
た
高
齢
者
の
受
診
が
増
加
し
て

ゆ
く
と
思
わ
れ
ま
す
。（
新
）
総
合
診
療
科
で
は
こ
の
よ
う
な
増
加
す
る
高

齢
患
者
の
診
療
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
初
診
時
に
担
当
科
が
不
明
の
患

者
の
診
療
も
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
総
合
診
療
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成

す
る
役
割
も
担
い
ま
す
。（
新
）
総
合
診
療
科
は
か
く
な
る
壮
大
な
構
想

の
も
と
発
足
し
ま
し
た
が
メ
ン
バ
ー
は
現
在3

名
の
み
で
あ
り
、
大
変

な
船
出
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
科
は
分
か
れ
る
こ
と
に
は

な
り
ま
し
た
が
、
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
と
し
て
今
後
も
協
力
し
助

け
合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
で
の
診
療
が
始
ま
っ
て1

週
間

ほ
ど
経
ち
ま
し
た
。
外
来
お
よ
び
入
院
で
の
診
療
は
徐
々
に
糖
尿

病
と
内
分
泌
の
患
者
様
が
主
体
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
患
者
様

か
ら
も
何
を
診
る
科
な
の
か
が
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
と
好
評

で
す
。
今
後
は
外
来
、
入
院
と
も
糖
尿
病
の
患
者
様
が
大
多

数
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
て
行
く
と
思
い
ま
す
。
糖
尿
病
の

診
療
に
お
い
て
は
看
護
師
、
栄
養
士
を
含
め
た
チ
ー
ム
医

療
が
不
可
欠
で
す
。
今
ま
で
も
看
護
外
来
を
中
心
に
糖
尿

病
の
チ
ー
ム
医
療
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
さ

ら
に
輪
を
広
げ
患
者
様
に
資
す
る
糖
尿
病
診
療
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
高
齢
化
の
問
題
は
当
科
で
も
深
刻
に
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
。
独
居
の
高
齢
糖
尿
病
者
、
認
知

症
を
合
併
し
た
高
齢
糖
尿
病
患
者
に
出
会
う
機
会

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
新
し
い
治
療
薬
や
デ
バ
イ
ス
が
次
々
に
出

て
お
り
、
治
療
の
選
択
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ご
家
族
や
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
と
も
連
携
を
密

に
し
、
個
々
の
高
齢
患
者
の
生
活
や
環
境
に

応
じ
た
治
療
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

総
合
診
療
科
長

　
　
齋
藤　
雅
彦

糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
長

　
　
　
　
大
和
田　
雅
彦


